
防災スペシャリスト養成の目指す姿

《求める人物像》
•危機事態に迅速・的確に対応できる人

•国・地方のネットワークを形成できる人

＜あり方を検討を行うにあたっての目標＞

全国の各自治体が防災スペシャリスト養成の目指す姿にふさわしい
組織・人材となることに資する養成の場（質と量）を提供する

今後の研修のあり方検討（目指す姿・目標） 資料５-１

平成25年度「防災スペシャリスト養成」企画検討会で位置づけ

《求める能力》
•知識、技能、態度

《担う役割》
•本部運営の中枢的役割を担う職員

•個別課題の対応に専門的に従事する職員

《組織のあり方》
多様性を確保する：

専門的能力のある職員がバランスよくいる

対策立案

被災者支援

警報避難

総合監理

すそ野を広くする：
防災基礎能力のある職員※３が多くいる

災害への備え人材育成

復旧・復興

指揮統制

応急活動・
資源管理

主峰を据える：
能力の高いリーダー

がいる

防災基礎

頂を高くする：
一人一人の能力を高くする

成長する仕組み
を作る：

組織内に学びの
仕組みがある

※１：首長、防災監・危機管理監、各部局のトップを主に、加えて

本部運営の中枢的役割を担う職員を対象とする

※２：個別課題の対応に専門的に従事する職員を対象とする

※３：防災活動を行う上での枠組みや最低限理解しておくべき基

礎的な知識を習得した職員

※１

※２

※ H30年度で地域別総合防災研修は全国一巡
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